【番外編・１　接吻】　


　銃声は乾いた音を放つ。
　機械的で、無機質で…
エレベーター内に響いたその音と、大Ｂの崩れ落ちる姿に、ラウは、感情を無くした。
　銃声の様に、その一瞬で心が乾いてしまった様だ。
　下がりつづけるエレベーターがまるで地獄へ落ちていくような、そんな感覚の中、屈みこみ、彼--ヤンの頬に手を当てる。
　まだその温もりは失われておらず、柔らかな肌はいまでも生きているようで…。
　ラウはそっと、もう何も語らない彼の唇に自分のそれを重ねた。

その瞬間、ラウは遠い忘れていた過去を思い出す。
この感触
ああ、そうか…彼は…


　---　一九九七年

「ンガイ･ファミリーを一掃したところで、また新たなボスが誕生しただけだな…」
　昇進したばかりのラウの隣りで、同僚がそう言いながら溜息混じりに椅子の上で背伸びをした。
「今度のボスは今までの奴と違って、血生臭さはあまり感じられないな。だけど、小さい女の子や何にも出来ない年寄まで殺したんだ。人間、見た目じゃないってことか。」
　ラウがそう言って机の上に置かれたフォン・サムの資料を手に取る。
　ハワイのンガイファミリーが全員惨殺された。それはサムの指示ではなく、サムに協力したタイマフィアの一存で殺された事をラウは知っていたが、現実はそうではない。
　マフィア同志の、争いの末の”結果”にしか過ぎず、サムは非道な黒社会の大ボスなのだ。
　そして、この同僚は、まさか隣りに座る自分がこの新ボスの内通者だとは思うまい。
「また組織の構成員を調べなきゃならないのは面倒だよなァ～。それが仕事なんだけどさ。もしかすると、潜入捜査官とか居るのかもしれないけど、俺達みたいな、まだまだ下っ端にはそんな情報さえも入ってこないしな。…あ、コイツ…」
　同僚がラウの机の上の資料を一枚、手に取った。
「どうかしたか？」
　ラウがその資料を覗きこむ。
「前のボス、ンガイウェンハウの実の弟だよ。へー、生きてるんだ。」
　ラウは資料の写真を観て、その顔と自分の記憶をつなげる。
「ああ、そういえば、観た事有るな…。何度か検挙した覚えもあるよ。ンガイファミリーはフォン・サムに全員殺されたわけじゃないのか？」
「チャンウェンヤン。ハウの腹違いの弟で、実際にはンガイ家とは疎遠だったみたいだな。だから生き残れたんじゃないか？今度の組織の中ではだいぶ、下っ端扱いだろうよ。殺されない代わりに、また下っ端からやりなおしって所だろうな。…でも、結局は黒社会の人間って事か。疎遠だって言ったところで、実際には同じ組織にいる訳だし、親父も兄貴もボスじゃねぇ…。俺達みたいに、マトモな人生は歩けるわけないよな。」
　マトモな人生ね…。ラウは密かに心の中で苦笑した。
　団地なんかに生まれ、家族からも見捨てられた俺が、こうしてエリート街道を行こうとしている。
　いや、俺は警官ではなく、マフィアだ。おれは、あの人の為なら何でもするんだ。
　だけど、あの人は…俺が愛した人は
　もう居ない。
　俺が-------殺した。
　それでも、このままこうして警察としての道を、組織の駒として道を歩きつづけている。
　あの人が居ないのに、どうして、俺はココにいるんだ？
「ラウ？」
　突然の同僚の呼びかけに、ラウはハッと我に帰った。
「ごめん、ボーっとしていたよ。」
　そう言いながら、机の上の少し冷めたミルクティーに口をつけた。
　今までの思考を胸の奥に仕舞いこみ、手元のヤンの資料を観る。
　歳が近いヤンの写真をみて、ふと、思う。
　もし、俺が潜入マフィアじゃなければ、コイツと友人になっていたかもしれないな…
　そんな夢を少し、観ていた。

---


　エレベーターが軽い音を立てて地上に着く。
　ラウは胸の警察の身分証を手にとった。

　彼の唇から、彼のそれまでの十一年間を悟った。
　そして、ラウは思う…

　これから、俺は…お前の分も生きていくから…。

